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促成イチゴ栽培に関する研究（第3報）

高冷地苗畑における遮光処理について

1　緒　　　言
　筆者ら5）は第2報において，高冷地の苗畑における

短日処理の効果は極めて顕著であり，11月に収穫する

ための適正な処理期問は，8月中旬頃から少なくとも

5週問以上必要であることを報じた。この高冷地短日処

理育苗は一般栽培に実用化されて，東京市場に11月か

ら福羽を出荷している。即ち，平地苗の促成栽培では

収穫労力の関係から増反は困難であるが，高冷地苗の

利用により収穫労力を分散して経営規模を拡大でき，

更に市場価格の高い年末に出荷できるので有利であ

る。しかし，短日処理は朝夕の所定時刻に被ふく材料

を開閉操作する労力を要するので，この操作の自動化

装置の開発，或は遮光処理による花芽分化促進方法が

当然考えられる。

　イチゴの花芽分化促進を目標とする遮光については

幾つかの実験報告7）があるが，実際の高冷地における

遮光についてはその方法や効果について明らかにされ

ていない。筆者らは短日処理よりも労力を要しない遮

光処理の方法を確立するために，高冷地苗畑において

1962年に遮光材料の種類，1365年に遮光処理の適正な

時期を検討して一応の基準を知り得たので報告する。

　本試験遂行にあたり御懇篤な助言を受けた佐野分場

長河野利雄氏，栽培管理に御協力下さった佐野分場の

諸兄に深く謝意を表する。

Ⅱ遮光材料選定試験

（1）高冷地の気象：第1図のように高冷地の平均気温は

9月中旬頃まで17～20。Cであり，9月下旬には急激に

低下した。おおむね平地の気温より7℃内外低温であ

った。

　高冷地苗畑は日光市戦場ケ原　（標高1．410m），平

地苗畑並びに石垣促成床は佐野分場（標高37m）であ

り，供試品種は福羽，山上げは8月10日，試験区はヨ

シズ，エンビロン寒冷しや410番（黒）2重，同1重

エンビロン寒冷しや511番　（黒）1重，無処理の5区

別とし，処理は8月24日からトンネル状に被ふくし

た。9月22日に山下げしてその日に石垣に定植した。

試験区の規模は苗畑では1区100株，　石垣では1区50

株とした。気温調査は7日巻自記温度計を用い，花芽

調査は毎週1区10個体を採取して25倍で検鏡した。開

花，収穫の調査は2～3日おきに実施した。

　2，試験結果

（2）遮光区内の照度と温度：第1表のように遮光区内の

照度は遮光材料の種類によって明瞭な差が認められ

た。そして遮光区内の日中気温は照度に比例してお

り，遮光によって地温が気温よりも大巾に低下され

た。

第1表　遮光程度と照度及び温度（9月14日12h）

区 別

ヨ　　シ　　ズ

エンビロン
かんれいしや
　　410番2重

　　〃　　1重
エンビロン
かんれいしや
　　311番1重
無　　処　　理

15％　26.9℃　3.3C　19.5C　　7.1C

45　29.1　　1.1　22.5　　4.1

78　29.6　　0.6　24.3　　2.3

88　30.1　　0.1　25.0　　1.6

※ 100　30.2　　S　　26.6　　S

※　背陽測定値＝4．OOOLux

（3）苗の生育：定植当時の苗の生育は第2表のとおり

である。照度のもっとも低いヨシズ区だけは、葉が長

遠 藤 喜 重 ・ 長 修

1.　試験方法
照度
率
気温

処理に

よる気

温低下

地温
（5ｃｍ）

処理に
よる地

温低下
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く苗重は無処理区の60％程度の徒長苗になり，他区は

やや徒長した程度の苗であった。

第2表　遮光程度と山下げ時の宙（10隊平均）

区　　　　別　　　　葉長　葉数 根重i苗重

ヨ　　　シ　　　ズ

髭鵬むや41・番2重

　　　〃　　　1重

就幕iや5幡1重
無　　処　　理

cml
17．81

15．4

15，9

枚　　gl　g
5．51　5．4　　11．5
　 　　　　　ド

6・217・5い6・6

　1　　
5．2　　6．2　　15．5

鵬欝：膓
1　　　　I　　　　　　　　i
　　　l　　　』　　　1

（4〉花芽分化＝花芽分化の進行状況を調査した結果は

　第5表遮光程度と花芽分化

第5表のとおりである。花芽分化期（過半数の分化個

体が検出された時期）は低照度区ほど促進され，照度

が無処理区の15％であるヨシズ区は5週問促進され，

45％であるエンビロン寒冷しや410番2重区と78％で

あるエンビロ寒冷しや410番1重区は花芽分化状況が

ともに同様に進行して約2週間促進され，88％である

エンビロン寒冷しや11番区は1週間促進された。山下

げ当時の9月22日には照度が約80％以下の各区では，

全個体が花弁形成期から雄ずい形成期の段階にあり，

各区一様の花芽段階で定植されたわけである。

　照度が88彩である寒冷しや511番区では雄ずい形成

期まで進んでいる個体もあるが，未だ僅かの未分化個

体を含み，無処理区では過半数の個体が花房分化期頃
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花
芽伺　左処理後

　促進分化ま
　　　　　での日分化期日数
　　　　　数

1月日
19．1

g，10

19．10

9．14

19．22

1

日i

21i

12

12

S

8

日
8

17

17

21

　※　過半数の分化個体が検出された時期を以って示す

の段階にあり，僅かに未分化個体も含んでいた。

（5）開花期及び収穂期：石垣に定植後，うどんこ病と

ハダニが激発して開花期と収穫期に誤差を生じたので

　第4表遮光程度と開花期及び収穫期

あるが，第4表の如くヨシズ区がもっとも促進され
た。

＼r＼～．第班．蜜．開花

ヨ　　　シ　　　ズ

エンビロン
かんれいしや
　　410番2重
　〃　　　1重
工ンビロン
かんれいしや
　　511番1重
無　　処　　理

第1花房の収穫1第2花房の収穫

区別　　　＼
　　　　　　　　月日
　　　　　　　　10．22

10。28

1Q．24

10．26

11．2

促進日数1始遡

　　　　日月百

1．10　　　19　　　　　　　11
　　　　　　　日

11．10

11．25

12．25

12．28

15

52

60

56

5

9

了

S

月日
12．15

12．20

12．20

12．20

12．24

　　　j
促進日数1始期

日

9

4

4

4

S

　月日
2．15

2．10

2．1G

2．18

2．14

促進日数
　　　7
　　日
　　1

収穫期の1～

2房問日数

4

4

一4

S

　日
59

52

52

55

52

　※開花株率10％の時期
（6）収量：調査結果は第5表のとおりである。12月の

収量は遮光程度の強いほど多収であり，特にヨシズ区

は無処理区の4倍以上の収量であった。しかし，ヨシ

ズ区の一果重は小さかった。2月以降の収量はエンビ

燦
、

“
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第5表

区　　別

遮光程度と50株当り上果収量（5月引日まで）

項

’
＼

　ヨ　　　　シ　　　　ズ

就応ζや4幡2重

　　　〃　　　　　1重

就拙むや511番1重

　無　　　処　　　理

12　月 1 月

　　　ラ上果重i

　　　2

課重i上果重 一果重

　gl　　9
715　1　11．7

450

480

580

155

17．2

15．4

14．1

14．1

　91
550i
　　
　　655

2901

625

160

10．0
　　9

10．9

10。5

10．4

12．5

2～月
　　

I果動

合　　計

上果重l

　　　I
　　gl
　740
ggo　l

1．2951

798

1．210

11．5
　　9

11．9

15．4

15．7

15．4

上果重

　　9
1。805

2．075

2．065

1．800

1．525

一果重

11．2
　　g

12．5

15．5

12．4

15．5

一
く
一

弦甘

果」

25。9
　　勉

17．7

19．9

16。5

14．5

ロン寒冷しや410番1重区が無処理区より僅かに多収

であったが他区は減収した。全期収量は遮光した各区

が無処理区よりいずれも多収であり，エンビロン寒冷

しや410番2重区は42％，同1重区は55彩増収した。

皿遮光処理時期試

第6表　遮光処理と定植時の苗

　　し
品種1

　　1

1．試験方法

　高冷地苗畑は日光市戦場ケ原。供試品種は福羽およ

び紅鶴。山上げは7月25日。試験区は気温上昇期処理

（7月25日から5週間）と気温下降期処理（8月12日

から5週間）及び無処理の計6区別とした。処理区は

処理終了直後に，無処理区は9月18日に山下げした。

遮光はエンビロン寒冷しや410番1重のトンネル状被

ふくで行なった。

2，試験結果

羽福

紅鶴

区

　　　　　項　　l　　　I　＼
＼
＼
＼
　
　

漿長葉数葉垂根重苗重
別　　　＼　1　1　1　 　1

7．月2i5日～8月29日

8。　　12～9．　　18

無　　処　　理

I　cmi枚 　a　g 9
13．05．6 9，04，115．1

18。55。18，46・1、14、5

17．9・6．211．2　5．216．4

11111

　（1）高冷地の気象：第2図の如く8月の平均気温が

20QC以上の旬が多く，過去数年のうちでもっとも高温

に経過した。
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　　才2図高冷地と平地の気温（円63）

（2）苗の生育：定植当時の苗の生育状況は，第6表の

如く福羽，紅鶴ともに処理区が無処理区より僅かに徒

長苗になった。

（3）花芽分化
　第7表の如く，処理時期が早いと花芽分化期も早く

乳
翫
笹

25～8．

12～9．

　処

29

18

理
　　　
なるが，処理後分化まで長期間を要した。次に，処理

後5週間を経た山下げ時（定植時）の花芽状態は，福

羽では7月下旬から5週間処理の効果が8月中旬から

5週間処理より劣っており，紅鶴では福羽と反対に7

月下旬から5週間処理の効果が8月中旬から5週間処

理より，高かった。

（4）開花期及び収穫期：第8表の如く，収穫期は遮光処

理によって促進され，処理区の福羽は11月下旬に，そ

して処理区の紅鶴は10月下旬に収穫が始まった。第2

花房の収穫期は福羽では無処理区より8日おくれた

が，紅鶴では4日早かった。

（5）収量；調査結果は第9表，第5図とのおりである。

年内の収量は7月25日から処理した紅鶴がもっとも多

収であり，1株当り上果数は無処理区の約2倍であっ

た。次いで8月12日から処理した紅鶴，無処理の紅鶴

8月12日から処理した福羽，7月25日から処理した福

羽，無処理の福羽の順であった。

　福羽の7月25日から処理した区は無処理区より僅に

多収であった。1～2月の収量は年内の収量と反対

に，紅鶴より福羽の方が多収であった。即ち，紅鶴は

福羽の約半量であり，無処理区は特に少なかった。紅

鶴の一果重は年内には大きくてその後は小さかった。

福羽の一果重は紅鶴より大きくないが時期による相違

が少なかった。

r　F　「　1
19・2i5・肌516・g17・4

僻1：llll：lll器l
j　　！　　l　　l　　l



64

第7表　遮光処理と花芽分化期及び山下げ時の花芽

　1＼＼＼　 項

品画　　
＼
＼
、
一

　　区別　＼
　1
福羽il男21卿29昆

　1無　 処　 理

　　7．25～8．　
紅鶴 98．12～9．
　
　l笹　 処
　1　川’

29

18

理

月日

8・29i

9　10
i918

罷痛進1品紺処鹸
分化期，日数瞬陰化ま

　　　日

　9

，20

．22

1
8
S

2
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2
S

　日1日
十20　　57

＋21129
　　1十27

7
0
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S
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耐薦の花芽疎態（繭蘇戸皿 二丁羅1
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※　過半数の分化個体が検出された時期を以て示す
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f
4

第8表　遮光処理と開花期及び収穫期

品種1

福羽

紅鶴

項
＼
＼
別
＼
区

月
’
　
8
9

　
～
～
．
処

日
5
2

　
2
1

月
乳
8
。
無

日

29’

18

理
，

7．　25～8．　29

8．　12～9．　18

無　処　理

雍第ボ期奪謎促㌫数鷲畿鷲灘罎触
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第9表　遮光処理と時期別一果重および1株当り収穫果数
め

品種

福羽

紅鶴

　
月
　
　
9

　
　
3

　
　
～
～
処

別
日
5
1
2

　
　
2

区
月
乳
翫
無

日
2
9
B
理

7．25～8．
8．　12～9．

無　　処

29

18

理

一　　　果 重

10月

9

17．8

17．6

11月

10．5

15．5

9

14．5

14．1

16．0

12月

12。5

11．5

12．4

9

10．1

10．2

10．8

月

　gI　　l
11．8

10．5

14．1

10，2

11．2

11．7

2月

12，2

9．8

9．5

9

8
R
》
0

0
Q
》
－

1株当り収穫果数
総糊、2壷、 果　数

　個　　個
7．8　　2．1

8．21　2．6
　ド　18．1　　1．4

14．1

8，6

4．8

5．0

5．5

2．6

1～2月1全期
　個　　個
5．1

5．6

5．6

0
4
［
0
2
1
0

ξ

5．2

6．2

5．0

7．0

4．9

5。1

註：50株当り調査から算出した
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籾図適漁理と珠収量孫積

IV考 察

1．遮光材料について

　遮光材料の種類によって苗の生育，花芽分化，収量

に差が認められたのは，遮光材料によって照度と温度

に相当の差があったことが原因していると思われる。

即ち，遮光によって環境が常に自然よりも低い照度に

保たれるならば，その環境内は自然の日没より早く日

没時の照度に達し，また，自然の夜明けより遅く夜明

け時の照度になるから，遮光区域における暗期は自然

の暗期よりも延長されて短日条件になる。また，光量

が少なければ温度が低下することは当然のことなが

ら，遮光区内の気温特に地温が大巾に低下したことか

ら，遮光することは低温と短日の条件を与えることに
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なり，イチゴの花芽分化に対して適合した環境になっ

て高冷地の条件を一層いかすことになると思われる。

　なお，遮光材料の種類によって短日の程度が相違す

るものと思われるが，目中照度のみの測定からは材料

別にどの程度の短日になるのか詳細は不明である。．

　次に，照度率15彩であるヨシズ区では苗が甚だしく

徒長し，照度率40彪以上の区ではさほどでなかったこ

とから，イチゴの苗の生育には少なくとも自然の40～

50勿以上の照度を要するようである。

　総合して，遮光程度の強すぎる材料では花芽分化が

促進されても不良苗になって小果が多くなる。適当な

遮光材料の中ではエンビロン寒冷しや（黒）410番の

1重または2重が適当と思われる。

　なお，本試験では花芽分化後も処理を続けて約1ケ

月処理したのであるが，遮光程度の強すぎる材料で遮

光すると苗の徒長は甚だしいけれども花芽分化までの

日数が10日ぐらいであるから，かかる材料を用いて花

芽分化直後に処理を打ちきれば徒長の少ない促成効果

のある苗が得られるかどうか再検討を要する。更に，

本試験では高冷地苗畑において8月下旬から遮光処理

を加え，無処理よりも促成効果を高め得たけれども目

標とする11月に収穫できなかったので，収穫期の促進

をはかるために早期の処理効果を検討した結果を2に

考察する。

2．遮光処理時期について

　遮光材料選定試験において適材と判明したエンビロ

ン寒冷しや410番（黒）1重を用いて，高冷地苗畑で

遮光処理する際の適正な処理時期と期間について考察

する。

　遮光処理時期による反応は福羽と紅鶴では異なり，

福羽では8月中旬から5週間処理で促成効果が高く，

11月下旬から収穫できて初収が多かったのに，処理時

期が早い7月下旬から5週間処理では，花芽分化が不

整一で初収は無処理に比して僅かしか増収しなかっ

た。7月下旬頃は最も高温長日期である故に，本試験

でとられた程度の遮光では処理不充分であり，もっと

長期間或は強度の処理を要するようである。8月中旬

からの処理では花芽分化期が9月上旬であり，その頃

の平地の気温は22QC内外で高温期を過ぎる頃であるか

ら，花芽分化後直ちに山下げしてもイチゴに不適当な

高温に遭遇しないですむ。つまり，当地方における石

垣イチゴの定植の繰り上げ限界期は気温から見て9月

上旬と思われその頃に花芽分化期に達するような育苗

が好都合なわけである。従って，福羽の石垣栽培用苗

に対しては，高冷地苗畑において遮光処理時期をあま

り早める必要はなく，8月上～中旬から約5週間が遮

光処理の適正な期間と思われる，
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　紅鶴では無処理でも福羽の処理区よりも約1ケ月早

い11月上旬から収穫できるが，7月下旬から遮光処理

を加えて約半月早く10月20日頃に収穫でき，処理時期

が早い方が増収することが認められた。そして，7月

下旬処理では花芽分化までの臼数が17日であったこ

と，及び5週間処理後の花芽が甚だしく進んでいたこ

とから考えて，紅鶴の高冷地遮光処理は7月下旬から

3～4週間で足りるようである。なお，紅鶴は1月以

降の生育が不良になってその後の収量はほとんど期待

できなかったわけであり，これは耐寒性が弱いためと

思われるから年内採り専用種として扱うべきであろ

う。そして，紅鶴の高冷地遮光処理苗では，花芽分化

期が8月上旬であるから，過度の高温環境に定植する

ことを避けるために，石垣を廃してハウス栽培に入れ

る方が合理的な品種の扱い方と思われる。

V　摘 要

　促成イチゴの高冷地苗畑短日処理の代替として高冷

地苗畑遮光処理方法の基準を知るために，1962年に遮

光材料Z）種類を，1965年に遮光処理時期を試験した。

1．遮光材料選定試験

　（1）遮光材料の種類によって遮光区域内の照度と気温

特に地温の低下度が大巾に異なった。

　（2）温度と照度の低下度が強い区ほど花芽分化が促進

され，また，苗の徒長が増大した。

　（3）遮光区域内の照度が自然の45～78％になる材料で

遮光すると，徒長程度があまり強くない，促成効果の

高い苗が得られた。

2．遮光処理時期試験

　（1）遮光処理による花芽分化促進効果は処理時期と品

種によって異なった。

　（2）福羽では，7月下旬か房）約5週間の遮光処理で効

果は不充分であるが，同じ処理口数でも8月中旬から

処理すれば効果が顕著であり，収穫期を高冷地無処理

苗より2週間早い11月下旬に促進できた。

　（3）紅鶴では，福羽と逆に処理時期の早い方が効果が

大きく，7月下旬から5週問処理して収穫期を高冷地

無処理苗より5週間早い10月中旬に促進できた・

3．総合して，促成効果を高めるための高冷地苗畑遮

光には照度率が50～60％程度になる遮光材料を用い

て，処理期間は福羽では8月上～中旬から少なくとも

5週問必要であり，その処理によれば11月下旬に収穫

できるようである。紅鶴では，7月下旬から5～4週

間ぐらいの処理が必要であり，その処理によれば10月

中旬に耳又穫できるようで歩）る。
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促成イチゴ栽培に関する研究（第3報）

高冷地苗畑における遮光処理について

、へ，r

重

豆口

藤

遠

●

長

修

》

1　緒

口

　筆者ら5）は第2報において，高冷地の苗畑における

短日処理の効果は極めて顕著であり，11月に収穫する

ための適正な処理期問は，8月中旬頃から少なくとも

5週問以上必要であることを報じた。この高冷地短日処

理育苗は一般栽培に実用化されて，東京市場に11月か

ら福羽を出荷している。即ち，平地苗の促成栽培では

収穫労力の関係から増反は困難であるが，高冷地苗の

利用により収穫労力を分散して経営規模を拡大でき，

更に市場価格の高い年末に出荷できるので有利であ

る。しかし，短日処理は朝夕の所定時刻に被ふく材料

を開閉操作する労力を要するので，この操作の自動化

装置の開発，或は遮光処理による花芽分化促進方法が

当然考えられる。

　イチゴの花芽分化促進を目標とする遮光については

幾つかの実験報告7）があるが，実際の高冷地における

遮光についてはその方法や効果について明らかにされ

ていない。筆者らは短日処理よりも労力を要しない遮

光処理の方法を確立するために，高冷地苗畑において

1962年に遮光材料の種類，1365年に遮光処理の適正な

時期を検討して一応の基準を知り得たので報告する。

　本試験遂行にあたり御懇篤な助言を受けた佐野分場

長河野利雄氏，栽培管理に御協力下さった佐野分場の

諸兄に深く謝意を表する。

n遮光材料選定試験

（1）高冷地の気象：第1図のように高冷地の平均気温は

9月中旬頃まで17〜20。Cであり，9月下旬には急激に

低下した。おおむね平地の気温より7Q　C内外低温であ

った。
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1．試験方法

　高冷地苗畑は日光市戦場ケ原　（標高1．410m），平

地苗畑並びに石垣促成床は佐野分場（標高57m）であ

り，供試品種は福羽，山上げは8月10日，試験区はヨ

シズ，エンビロン寒冷しや410番（黒）2重，同1重

エンビロン寒冷しや511番　（黒）1重，無処理の5区

別とし，処理は8月24日からトンネル状に被ふくし

た。9月22日に山下げしてその日に石垣に定植した。

試験区の規模は苗畑では1区100株，　石垣では1区50

株とした。気温調査は7日巻自記温度計を用い，花芽

調査は毎週1区10個体を採取して25倍で検鏡した。開

花，収穫の調査は2〜5日おきに実施した。

　2，試験結果

　月　　8　　　　q

朔図高冷地∠平地の彫邑（1％2）

縞遮‘ユヨヰ56

（2）遮光区内の照度と温度：第1表のように遮光区内の

照度は遮光材料の種類によって明瞭な差が認められ

た。そして遮光区内の日中気温は照度に比例してお

り，遮光によって地温が気温よりも大巾に低下され

た。

第1表　遮光程度と照度及び温度（9月14日12h）

区

別

ヨ　　シ　　ズ

エンビロン

かんれいしや

　　410番2重

　　〃　1重

エンビロン

かんれいしや

　　511番1重

無　　処　　理

嬰1気温黙（聰）

　

15％

26。9C

　

5．5C

　45　29．1

78129．61

　　1　F

　　

　　　

※1・・15・・21S

　　　　　　1．1

　　　　　　0．6

　88150．1t　O．1

19．5C

22．5

に地下

理る低

麺よ温

7．1C

4．1

24．5

　　2．5

25．0

1．6

26・61S

※　背陽測定値＝4．OOOLux

（3）苗の生育：定植当時の苗の生育は第2表のとおり

である。照度のもっとも低いヨシズ区だけは、葉が長

�





